
○○○○○○○。
駒ケ岳山開き

ダ
ム
の
役
割
を
学
習
中

記
事
／
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載



１

２

４

５

６７

　

仙
北
市
で
は
、
町
内
会
等
が
管
理
す

る
水
銀
灯
や
蛍
光
灯
な
ど
の
既
存
の
街

灯
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
中
に
消
費

電
力
の
少
な
い
環
境
に
や
さ
し
い
Ｌ
Ｅ

Ｄ
街
灯
に
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

現
在
、
調
査
・
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
街
灯
を
管
理
す

る
町
内
会
等
の
代
表
の
方
は
、
お
近
く

の
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●
参
加
対
象
／
夜
間
の
犯
罪
、
事
故
等

　

の
発
生
を
抑
止
し
、
市
民
生
活
の
安

　

全
に
資
す
る
た
め
の
街
灯
を
管
理
し

　

て
い
る
市
内
の
町
内
会
そ
の
他
の
団

　

体
。
会
場
の
都
合
上
、
説
明
会
に
は

　

各
町
内
会
等
２
人
以
内
の
参
加
で
お

　

願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
環
境
防
災
課
（
角
館
庁
舎
）

　

（
43
）
３
３
０
８

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て

　

広
報
７
月
１
日
号
で
「
平
成
25
年
度

か
ら
26
年
度
に
か
け
て
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
の
見
直
し
（
定
期
見
直
し
）」

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
。
そ
の
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
変
更
に
よ
り
、
再

度
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
書
か
ら
の

除
外
お
よ
び
編
入
（
通
常
除
外
編
入
手

続
き
）
を
行
い
ま
す
。

★

　

農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
田
や
畑
、

一
部
の
山
林
・
原
野
な
ど
を
農
用
地
以

外
の
用
途
（
住
居
、
工
場
、
資
材
置
場
、

駐
車
場
等
）
に
利
用
す
る
場
合
は
、
農

業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
手
続
き
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
農
業
振
興
地
域
農
用

地
区
域
内
か
ら
除
外
す
る
場
合
は
、
除

外
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。　

　

除
外
要
件
な
ど
詳
し
い
内
容
は
農
山

村
活
性
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

除
外
受
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の

期
間
で
受
付
し
て
い
ま
す
。（
除
外
手

続
き
終
了
ま
で
は
、
約
４
か
月
～
６
か

月
の
予
定
で
す
）

●
受
付
期
間
／
９
月
17
日
（
火
）
ま
で

●
問
合
せ
／
農
山
村
活
性
課　

農
業
振

　

興
計
画
担
当
（
西
木
庁
舎
）

　

（
43
）
２
２
０
６

町
内
会
等
が
管
理
す
る

街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

説明会開催日程
日時 会場

8 月 19 日（月）19：00 ～ 白岩集落センター

8 月 20 日（火）19：00 ～ 中川集落センター

8 月 21 日（水）19：00 ～
角館交流センター　
多目的ホール

8 月 22 日（木）19：00 ～ 雲沢集落センター

8 月 23 日（金）19：00 ～ 田沢交流センター　

8 月 26 日（月）19：00 ～
田沢湖総合開発センター
大集会室

8 月 27 日（火）19：00 ～ 神代就業改善センター

8 月 28 日（水）19：00 ～ 紙風船館

8 月 29 日（木）19：00 ～ 桧木内地区公民館

8 月 30 日（金）19：00 ～
西木総合開発センター
集会室

①
角
館
町
中
川
地
区
の
水
道
未
普
及
地

域
解
消
の
為
、
水
道
水
源
調
査
（
電
気

探
査
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
為
、
委
託
を
受
け
た
業
者
が
、

ご
使
用
井
戸
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
敷
地

内
へ
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
日
／
９
月
３
日（
火
）～
30
日（
月
）

●
場
所
／
角
館
町
山
谷
川
崎
黒
沢
地
区

　

ほ
か

●
委
託
業
者
／
大
仙
市
（
株
）
自
然
科

　

学
調
査
事
務
所　

　

　

平
成
25
年
10
月
６
日
執
行
予
定
の
仙

北
市
長
選
挙
お
よ
び
仙
北
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
を
対
象
に
、
立
候
補
届
出
手
続
な

ど
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方（
代

理
出
席
も
可
）
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
平
成
25
年
7
月
31
日
現
在
で

の
仙
北
市
議
会
議
員
の
欠
員
数
は
、
1

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
日
時
／
９
月
３
日
（
火
）

◎ 

市
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会　

 

　

10
時
～
（
受
付
／
9
時
30
分
）

◎
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
立
候
補
予
定

　

者
説
明
会

　

14
時
～
（
受
付
／
13
時
30
分
）

※
出
席
者
は
、
１
候
補
者
に
つ
き
３
人

　

以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。 

●
場
所
／
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮

　

ノ
後
30
番
地

　

仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
3
階　

　

第
1
会
議
室

●
主
な
内
容
／

◎
立
候
補
届
出
等
の
手
続
に
つ
い
て

◎
選
挙
運
動
に
つ
い
て

◎
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
に
つ
い
て

◎
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
設
備
外
積
載

　

許
可
申
請
に
つ
い
て

◎
選
挙
公
営
に
つ
い
て

◎
確
認
団
体
の
政
治
活
動
お
よ
び
申
請

　

等
の
手
続
に
つ
い
て
（
市
長
選
の
み
）

　

不
明
な
点
や
詳
し
い
こ
と
は
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
田
沢
湖
庁
舎
）
（
43
）
１
１
５
０

仙
北
市
長
選
挙
お
よ
び
仙
北
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

仙
北
市
産
業
祭
に
つ
い
て

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
「
仙
北
市
産
業

祭
」
で
す
が
、
今
年
は
、
仙
北
市
で
開

催
さ
れ
る
「
秋
田
県
種
苗
交
換
会
」
に

全
面
協
力
す
る
た
め
に
通
常
の
事
業
は

行
い
ま
せ
ん
。
農
産
物
等
を
生
産
さ
れ

る
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
「
秋
田
県

種
苗
交
換
会
」
に
出
品
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
仙
北
市
産
業
祭
実
行
委
員

　

会
事
務
局
（
農
山
村
活
性
課
）

　

（
43
）
２
２
０
６

市
道
卒
田
大
石
野
線
（
大

石
野
橋
）
の
通
行
止
め
に

つ
い
て

　

７
月
12
日
～
13
日
の
豪
雨
に
よ
り
、

才
津
川
に
架
設
さ
れ
て
い
る
大
石
野
橋

の
橋
桁
が
一
部
落
下
し
、
歩
行
者
の
通

行
も
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
７
月
14
日
か
ら
両
岸
に
バ

リ
ケ
ー
ド
を
設
置
し
て
、
通
行
止
め
に

し
て
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
建
設
課　

監
理
係

　
（
西
木
庁
舎
）　

（
43
）
２
２
９
４

②
神
代
地
区
の
水
道
未
普
及
地
域
解
消

の
為
、水
道
水
源
調
査（
揚
水
試
験
）を
、

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
既
存
井
戸
の
水
量
を

測
定
す
る
も
の
で
、
周
辺
井
戸
へ
の
影

響
調
査
も
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。
実

施
期
間
中
、
ご
使
用
の
井
戸
に
変
調
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
期
日
／
８
月
26
日
（
月
）
～
９
月
２

　

日
（
月
）

●
場
所
／
田
沢
湖
卒
田
字
黒
倉
地
区　

　
（
市
道
神
代
抱
返
り
線
沿
い　

神
代

　

発
電
所
手
前
１
２
０
㍍
付
近
）

●
委
託
業
者
／
大
仙
市　
（
株
）
自
然

　

科
学
調
査
事
務
所

●
問
合
せ
／
企
業
局
工
務
課　

　

（
54
）
２
３
８
８

水
道
水
源
調
査
を
実
施
し
ま
す

2Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく3

●総務課　 43-1111

●ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

●角館地域センター（サポートセンター）　 43-3309

市
役所

からのお知らせ
　

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ

ｎ　

●西木地域センター（サポートセンター）　 43-2200　
●桧木内出張所（サポートセンター）　 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　 49-2159

●田沢湖地域センター（サポートセンター）　 43-1115・43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　 43-1352

　　　
　市内各地から熊の目撃情報が寄

せられています。また熊による人的

被害も発生しています。

　早朝や夜間の外出、登下校、農作

業の際は十分ご注意ください。

　なお、熊出没に関する連絡は、農

山村活性課、最寄りの出張所または

地域センターへお願いします。

【熊出没等に関する連絡先】

農山村活性課林務係　 43-2207

熊に注意 !!

３
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平
成
25
年
度

仙
北
市
高
齢
者
共
同
生
活

支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
度
高
齢
者
共
同
生
活
支
援

事
業
を
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
事
項
を

確
認
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
業
の
目
的
／
家
庭
の
事
情
に
よ
り

　

養
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
に
対
し

　

て
、
一
時
的
に
施
設
で
養
護
す
る
こ

　

と
に
よ
り
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の

　

日
常
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

●
利
用
対
象
者
／
仙
北
市
に
居
住
し
、

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
養
護
を
必
要

　

と
し
、
施
設
で
共
同
生
活
が
で
き
る

　

方
●
利
用
定
員
／
１
人
部
屋
…
６
室　
　

　

２
人
部
屋
…
１
室　
　

計
８
人

仙
北
市
住
宅
整
備
資
金
貸

付
事
業
の
ご
案
内

　

仙
北
市
で
は
、
次
の
貸
付
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
】

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
同
居
す
る
親

族
の
方
で
、
高
齢
者
の
専
用
居
室
等
の

整
備
を
必
要
と
す
る
方
へ
の
貸
付

【
障
害
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
】

　

障
が
い
者
の
方
ま
た
は
障
が
い
者
と

同
居
す
る
親
族
の
方
で
、
障
が
い
者
向

け
に
居
室
等
を
増
改
築
ま
た
は
改
造
す

る
こ
と
を
必
要
と
す
る
方
へ
の
貸
付

（
本
事
業
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
か
ら
４
級
ま
た
は
、
療
育
手
帳
「
Ａ
」

に
該
当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

【
貸
付
内
容
】

●
対
象
者
／
自
力
で
整
備
を
行
う
こ
と

あ
き
た
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

発
行
・
参
加
事
業
所
の
募

集
に
つ
い
て

　

仙
北
市
Ｔ
・
Ｉ
・
Ｃ
（
ツ
ー
リ
ス
ト
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）

で
は
、
地
元
で
楽
し
め
る
体
験
プ
ラ
ン

「
あ
き
た
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
（
平
成

25
年
8
月
～
平
成
26
年
3
月
号
）」
カ

タ
ロ
グ
を
発
行
し
ま
し
た
。
地
元
な
ら

で
は
の
プ
ラ
ン
を
た
く
さ
ん
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
は
じ
め
、
ご
親
戚
・
ご

友
人
等
で
仙
北
市
に
お
い
で
に
な
る
方

に
も
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
企
業
の
皆
様
へ
】

　

仙
北
市
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
の
、
旅
行
プ
ラ
ン
づ
く
り
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
事
業
所
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

が
困
難
な
方

●
限
度
額
／
１
戸
あ
た
り
１
５
０
万
円

●
貸
付
利
率
／
政
府
資
金
の
貸
付
利
率

●
据
置
期
間
／
２
年
以
内
（
こ
の
間
、

　

利
息
の
み
償
還
）

●
償
還
期
間
／
据
置
期
間
経
過
後
８
年

　

以
内

●
償
還
方
法
／
元
利
均
等
半
年
賦
（
９

　

月
・
３
月
）
等

●
延
滞
利
息
／
償
還
期
日
を
経
過
し
た

　

日
か
ら
年
10
％
の
割
合
を
乗
じ
て
計

　

算
●
提
出
書
類
／
申
請
者
・
保
証
人
の
所

　

得
に
関
す
る
証
明
ほ
か

●
貸
付
日
／
整
備
完
成
後

●
保
証
人
／
仙
北
市
内
に
居
住
す
る
家

　

族
以
外
２
人

●
そ
の
他
／
事
前
に
計
画
書
の
提
出
を

　

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／

◎
高
齢
者
担
当
／

　

長
寿
支
援
課　

長
寿
い
き
が
い
係

　

（
43
）
２
２
８
１

　

FAX
（
47
）
２
１
１
６

◎
障
が
い
者
担
当
／

　

社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

　

（
43
）
２
２
８
8

　

FAX
（
47
）
２
１
１
６

敬
老
祝
金
の
贈
呈
に
つ
い

て
お
知
ら
せ

　　

仙
北
市
で
は
80
歳
・
88
歳
の
方
に
敬

老
祝
金
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

●
今
年
度
の
祝
金
対
象
者
／

◎
昭
和
７
年
９
月
16
日
～
昭
和
８
年
９

　

月
15
日
生
ま
れ
（
80
歳
）
…
５
千
円

◎
大
正
13
年
９
月
16
日
～
大
正
14
年
９

　

月
15
日
生
ま
れ
（
88
歳
）
…
１
万
円

※
仙
北
市
に
９
月
15
日
以
前
引
続
き
３

　

年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
（
市
外
へ

　

の
転
出
、
市
外
か
ら
の
転
入
が
な
い
）

　

へ
の
贈
呈
と
な
り
ま
す
。

●
老
人
の
日
（
９
月
15
日
）
以
降
、
対

　

象
者
に
お
届
け
し
ま
す
。

●
贈
呈
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
地
域
の

　

民
生
委
員
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い

　

ま
す
。

●
問
合
せ
／
長
寿
支
援
課　

長
寿
い
き

　

が
い
係
（
西
木
庁
舎
）

　

（
43
）
２
２
８
１

●
利
用
期
間
／
11
月
か
ら
翌
年
４
月
末

　

ま
で
の
６
か
月
間

●
使
用
料
／
１
人
１
日
２
２
０
０
円

　
（
食
費
含
む
）

●
利
用
施
設
／

　

社
会
福
祉
法
人
県
南
ふ
く
し
会

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
流
苑
内

　
（
西
木
町
桧
木
内
字
松
葉
２
３
２
）

●
利
用
の
申
請
／
利
用
を
希
望
さ
れ
る

　

方
は
、
長
寿
支
援
課
と
各
地
域
セ
ン

　

タ
ー
に
申
請
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

９
月
13
日
（
金
）
ま
で
長
寿
支
援
課

　

長
寿
い
き
が
い
係
へ
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

●
そ
の
他
／
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要

　

な
方
は
事
前
に
長
寿
支
援
課
へ
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

●
申
請
先
・
問
合
せ
／

　

長
寿
支
援
課　

長
寿
い
き
が
い
係

　
（
西
木
庁
舎
）　

（
43
）
２
２
８
１

８
月
30
日

夜
間
納
税
窓
口
開
設

の
お
知
ら
せ

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
８
月
30
日
（
金
）

　

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合

　

は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域

　

セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

（
43
）
１
１
１
７

※
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
も
随
時

　

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
な

　

く
来
庁
ま
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
平
成
25
年
９
月
２
日
納
期
限
の
税
目
】

　

口
座
振
替
日
も
納
期
限
と
同
日
で
す

の
で
、
前
日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）・
第
２
期

◎
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）・

　

第
２
期

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

　

収
）・
第
２
期

民
生
・
児
童
委
員

　
　

変
更
の
お
知
ら
せ

　　

角
館
町
（
外
ノ
山
・
管
沢
地
区
）
担

当
の
民
生
・
児
童
委
員
が
前
茂
垣
俊
一

さ
ん
か
ら
渡
辺
由
美
子
さ
ん
に
代
わ

り
、
委
嘱
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
同
地
区
を
担
当
し
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
（
西
木
庁
舎
）

　

（
43
）
２
２
８
８

●
あ
き
た
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

　

http://w
w

w
.hana.or.jp/~tabiyori/ 

●
申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
Ｔ
Ｉ
Ｃ

　
（
仙
北
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
「
角

　

館
駅
前
蔵
」
内
）

　

（
42
）
８
３
７
７

　

FAX
（
54
）
４
８
５
５

　

Ｅ
メ
ー
ル tabiyori@

hana.or.jp
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老朽化した消火器の
取り扱いに注意！

　消火器は非常に高い圧力で消火薬
剤を放射する圧力容器です。
　 サ ビ に よ る 腐 食 や キ ズ、 変 形、
キャップのゆるみがあるものは消火
器が圧力に耐えられず、破裂する危
険があります。
　特に、以下の点にご注意ください。
◎風雨にさらされる場所や、湿気の
　多い場所に保管しない。
◎腐食しているものや変形したもの
　は絶対に使用しない。
◎不用になった消火器は、必ず回収
　を行っている業者に引取処分を依
　頼する。

　処分については、家庭ごみのよう
に捨てたり、放置しないでください。
事故防止のため、お求めになった販
売店かメーカーまたは回収窓口があ
りますので依頼してください。
　回収窓口はこちらでご確認くださ
い。

【（株）消火器リサイクル推進センター】
http://www.ferpc.jp/accept/
◎コールセンター　 03-5829-6773
　なお、不用消火器の処分は有償と
なります。
●問合せ／環境防災課（角館庁舎）

43-3308　角館消防署　 54-2302

4Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく5

●総務課　 43-1111

●ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

●角館地域センター（サポートセンター）　 43-3309

市
役所

からのお知らせ
　

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ

ｎ　

●西木地域センター（サポートセンター）　 43-2200　
●桧木内出張所（サポートセンター）　 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　 49-2159

●田沢湖地域センター（サポートセンター）　 43-1115・43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　 43-1352



　【学校給食】

検査調理場 検査月日 検査品目 産地
セシウム134

（測定下限値Bq/Kg）
セシウム137

（測定下限値Bq/Kg）

田沢湖学校給食センター

7 月 3 日 キュウリ 岩手県 （6.02Bq/Kg） （7.47Bq/Kg）

 7 月 11 日 豚肉 秋田県 測定下限値未満（県にて測定）

7 月 17 日 玉ねぎ 秋田県 （5.93Bq/Kg） （7.36Bq/Kg）

角館学校給食センター

7 月 3 日 ジャガイモ 長崎県 （6.17Bq/Kg） （7.67Bq/Kg）

7 月 11 日 みず 秋田県 測定下限値未満（県にて測定）

 7 月 17 日 豚肉 秋田県 （5.93Bq/Kg） （7.36Bq/Kg）

西木学校給食センター

7 月 3 日 茄子 茨城県 （6.50Bq/Kg） （8.09Bq/Kg）

7 月 11 日 にんじん 北海道 測定下限値未満（県にて測定）

7 月 17 日 玉ねぎ 兵庫県 （5.93Bq/Kg） （7.36Bq/Kg）

■ (　) 内の計測値はすべて測定下限値未満です　

仙北市の放射性物質測定状況

▲

問合せ／環境保全センター　 54-3305

日付

田沢湖一般廃棄物最終処分場（搬入時）
運搬車輌 10 台分

左右測定
田沢湖一般廃棄物最終処分場

田向地区 
C 測定地点

国道 46 号線 
交差点付近
D 測定地点

バックグラウンド
二箇所測定（平均値）

Ａ測定地点点 Ｂ定地点最大値 最小値
7/1 0.05 0.04 0.05
7/2 0.06 0.04 0.05
7/3 0.06 0.05 0.06
7/4 0.06 0.05 0.05
7/5 0.06 0.05 0.06 0.05 0.06 0.04 0.05
7/8 0.06 0.05 0.05
7/9 0.05 0.04 0.05

7/10 0.05 0.04 0.05
7/11 0.07 0.06 0.08
7/12 0.08 0.06 0.08 0.06 0.06 0.06 0.06
7/16 0.05 0.04 0.05
7/17 0.05 0.04 0.05
7/18 0.06 0.05 0.06
7/19 0.05 0.04 0.05 0.05 0.05 0.05 0.04
7/22 0.06 0.05 0.06
7/23 0.05 0.05 0.05
7/24 0.05 0.04 0.05
7/25 0.06 0.05 0.05
7/26 0.05 0.04 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05
7/29 0.05 0.04 0.05
7/30 0.06 0.05 0.05
7/31 0.06 0.05 0.05

4 月 5 月 6 月 7 月 合計
日数 5 19 17 22 63

搬入台数（台） 50 190 170 220 630
受入量（ﾄﾝ） 120.88 470.34 400.31 485.72 1,477.25

災害廃棄物受入実績

放射性物質濃度の測定結果 ※カッコ内は検出下限値

測定項目

（ベクレル／リットル）

測定場所

田沢湖一般廃棄物最終処分場 周辺地区
飲用井戸水浸出水原水 放流水 放流水・沢水の合流点 地下水

7/12
セシウム 134 不検出（0.7） 不検出（0.6） 不検出（0.7） 不検出（0.5） 不検出（0.6）
セシウム 137 不検出（0.6） 不検出（0.6） 不検出（0.6） 不検出（0.6） 不検出（0.8）

岩手県野田村の不燃系混合廃棄物受入に伴う調査結果

岩手県野田村不燃系混合災害廃棄物受入に係る空間放射線量率測定結果

【保育園給食】

検査調理場 検査月日 検査品目 産地
セシウム134

（測定下限値Bq/Kg）
セシウム137

（測定下限値Bq/Kg）

生保内保育園

7 月 2 日 小松菜 埼玉県 （6.19Bq/Kg） （7.70Bq/Kg）

7 月 9 日 白菜 長野県 （6.44Bq/Kg） （8.02Bq/Kg）

7 月 16 日 ブロッコリー 岩手県 （5.93Bq/Kg） （7.36Bq/Kg）

7 月 23 日 大根 神奈川県 測定下限値未満（県にて測定）

7 月 30 日 たまご 秋田県 （5.95Bq/Kg） （7.39Bq/Kg）

神代保育園

7 月 2 日 白菜 秋田県 （5.93Bq/Kg） （7.36Bq/Kg）

7 月 9 日 長いも 青森県 （6.48Bq/Kg） （8.06Bq/Kg）

 7 月 16 日 にんじん 北海道 （5.93Bq/Kg） （7.36Bq/Kg）

7 月 23 日 ピーマン 秋田県 測定下限値未満（県にて測定）

7 月 30 日 キュウリ 秋田県 （5.93Bq/Kg） （7.36Bq/Kg）

にこにこ保育園

7 月 4 日 生しいたけ 秋田県 （4.45Bq/Kg） （5.53Bq/Kg）

7 月 11 日 玉ねぎ 兵庫県 （6.06Bq/Kg） （7.52Bq/Kg）

7 月 18 日 キュウリ 秋田県 （6.23Bq/Kg） （7.74Bq/Kg）

7 月 23 日 豚挽肉 青森県 測定下限値未満（県にて測定）

8 月 1 日 サツマイモ 香川県 （5.87Bq/Kg） （7.29Bq/Kg）

ひのきない保育園

7 月 4 日 かぶ 青森県 （6.19Bq/Kg） （7.70Bq/Kg）

7 月 11 日 豚挽肉 秋田県 （5.93Bq/Kg） （7.36Bq/Kg）

7 月 23 日 ブロッコリー 北海道 測定下限値未満（県にて測定）

8 月 1 日 キャベツ 秋田県 （6.26Bq/Kg） （7.79Bq/Kg）

角館保育園（白岩小百合保育園、
角館西保育園、中川保育園）

7 月 4 日 しめじ 長野県 （5.65Bq/Kg） （7.02Bq/Kg）

7 月 11 日 ネギ 茨城県 （5.93Bq/Kg） （7.36Bq/Kg）

7 月 18 日 ピーマン 秋田県 （6.41Bq/Kg） （7.97Bq/Kg）

7 月 23 日 小松菜 秋田県 測定下限値未満（県にて測定）

8 月 1 日 ほうれん草 秋田県 （6.41Bq/Kg） （7.97Bq/Kg）

※角館地区の保育園では、角館保育園が給食食材を一括購入しています　　　　　　　　　　　■ (　) 内計測値はすべて測定下限値未満です　

【市民持込食材】

採取場所 検査月日 検査品目 産地
セシウム134

（測定下限値Bq/Kg）
セシウム137

（測定下限値Bq/Kg）

秋田県仙北市 7 月 2 日 どくだみ 仙北市西木町 （4.13Bq/Kg） （5.16Bq/Kg）

宮城県黒川郡  7 月 29 日 精米 黒川郡富谷町 （4.46Bq/Kg） （5.55Bq/Kg）

岩手県 7 月 31 日 精米 岩手県 （4.45Bq/Kg） （5.53Bq/Kg）

■ (　) 内計測値はすべて測定下限値未満です　

【福祉施設】

検査調理場 検査月日 検査品目 産地
セシウム134

（測定下限値Bq/Kg）
セシウム137

（測定下限値Bq/Kg）

にしき園 7 月 9 日 大根 青森県 （5.93Bq/Kg） （7.36Bq/Kg）

■ (　) 内計測値はすべて測定下限値未満です　

▲

一般食品基準値：100 ベクレル／ kg 以下　（一般食品、平成 24 年 4 月 1 日より適用）▲

問合せ／【学校給食】教育委員会教育指導課（角館庁舎）　 43-3382　【保育園給食】子育て推進課（西木庁舎）　 43-2280
　　　　　  【市民持込食材】環境防災課（角館庁舎）　 43-3308
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保
健
・
健
康
の
掲
示
板

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

B
ulletin board

第
９
回
「
医
療
と
健
康
を

考
え
る
集
い
」

～
長
寿
を
支
え
る
健
康
な
食

事
～

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
食
」
で
す
。

　

お
な
か
の
脂
肪
が
と
れ
な
い
！
疲

れ
や
す
く
な
っ
た
！
風
邪
が
な
か
な

か
治
ら
な
い
！
年
齢
と
と
も
に
私
た

ち
の
体
質
・
体
力
は
変
化
し
て
い
き

ま
す
。

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
若
々
し
く

健
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
く
た

め
に
、
み
ん
な
で
一
緒
に
体
の
元
気

を
支
え
る
「
食
」
に
つ
い
て
、
も
っ

と
知
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
８
月
31
日
（
土
）

　

14
時
～
15
時
30
分

◆
場
所
／
角
館
樺
細
工
伝
承
館

◆
講
演
／
ナ
イ
ス
！
エ
イ
ジ
ン
グ
の

　

食
事
学

介護予防講演会
のお知らせ　

　地域の中でいつまでも元気で長生

きするために、毎日の生活の中でど

のようなことに気をつけたらよいの

かヒントを教えていただきます。こ

のチャンスをいかして自分の生活を

少し変えてみてはどうでしょうか？

　皆さんの参加をお待ちしていま

す。

◆講演／「元気で長生き生活術」

◆講師／

　ＮＰＯ法人

　地域保健研究会

　会長 田中 甲子 氏

◆日時／８月 28 日（水）

　13：00 ～ 15：30

◆受付時間／ 12：30 ～ 12：50

◆場所／角館樺細工伝承館

◆締切日／８月 20 日（火）

※田沢湖地区と西木地区の方は、　

　送迎車が出ます。直接会場に車で

　お越しの方は、桜並木駐車場をご

　利用ください。

◆申込・問合せ／仙北市包括支援セ

　ンター　 43-2283

介
護
予
防
教
室

「
い
き
い
き
元
気
ア
ッ
プ
教

室
」
～
健
康
体
操
～

参
加
者
募
集　

　

仙
北
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
元
気
に
日
常
生
活
を
営
む
た

め
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

今
回
も
、
軽
く
汗
を
か
き
笑
い
な

が
ら
楽
し
く
運
動
す
る
教
室
を
計
画

◆
講
師
／
健
康
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
あ
い

　

主
宰
・
宮
城
県
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

管
理
栄
養
士　

飯
渕 

由
美　

先
生

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、「
桜
並
木

　

駐
車
場
（
無
料
）」
を
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課

　

（
55
）
１
１
１
２

し
ま
し
た
の
で
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
会
場
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

◆
期
日
／
９
月
10
日
（
火
）、
９
月

　

24
日
（
火
）、
９
月
30
日
（
月
）、

　

10
月
７
日
（
月
）、10
月
21
日
（
月
）、

　

10
月
28
日
（
月
）

※
６
回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。（
１

　

回
目
は
運
動
の
必
要
性
に
つ
い
て

　

の
講
話
）

◆
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

◆
対
象
／
65
歳
以
上
の
方
で
要
介
護
・

　

要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

◆
講
師
／
柴
田  

栄
宜　

氏
（
角　

　

館
町
）

◆
準
備
す
る
も
の
／
水
分
補
給
の
た

　

め
の
水
か
お
茶
、
内
ズ
ッ
ク
、
動

　

き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル

◆
申
込
締
切
／
８
月
30
日
（
金
）

◆
申
込
・
問
合
せ
／

　

仙
北
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
43
）
２
２
８
３

コールリコール事業対象者の方へ　～今年の『子宮頸がん検診』はお済ですか～

コ
ー
ル
リ
コ
ー
ル
事
業
（
が
ん
検

診
受
診
勧
奨
推
進
事
業
）
と
は
…

　

秋
田
県
と
仙
北
市
が
協
力
し
、
平
成
25

年
度
の
子
宮
が
ん
検
診
の
対
象
に
な
る
方

で
、
市
の
検
診
を
過
去
３
～
４
年
間
受
け

て
い
な
い
方
に
受
診
を
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。（
23
～
74
歳
の
方
）

次
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の

で
早
め
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

～
連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
受
診
勧
奨

の
電
話
は
し
ま
せ
ん
～

◆
会
社
や
医
療
機
関
で
検
診
を
受
け
て
い

　

る
方

◆
ド
ッ
ク
検
診
を
受
け
て
い
る
方

※
対
象
の
方
に
は
、
５
月
頃
各
家
庭
に
ピ

　

ン
ク
の
封
筒
で
配
布
し
た
「
健
診
の
ご

　

案
内
」
に
黄
色
の
用
紙
で
「
検
診
お
す

　
す
め
」
の
電
話
を
し
ま
す
（
コ
ー
ル
リ

　
コ
ー
ル
事
業
）
と
い
う
ご
案
内
が
同
封

　

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、「
子
宮
頸
が
ん

　

検
診
連
絡
票
」
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
す
る
か
、

　

電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⦿
検
診
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
次
の

方
法
で
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
立
角
館
総
合
病
院
で
検
診
を
受
け
る

　
直
接
病
院
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

（
54
）
２
１
４
５
（
医
事
課
健
診
係
）

②
追
加
検
診
（
検
診
車
）
を
受
け
る
。　

　

５
月
に
各
家
庭
に
配
布
し
た
、「
健
診

の
ご
案
内
」
に
同
封
し
て
い
る
黄
色
の
用

紙
「
検
診
お
す
す
め
」
の
電
話
を
し
ま
す

（
コ
ー
ル
リ
コ
ー
ル
事
業
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
　

　

詳
し
く
は
、
９
月
16
日
号
の
広
報
で
も

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　

　が
ん
が
完
治
し
た
人
の
多
く
は
、

定
期
検
診
を
受
診
し
て
い
ま
す

　

が
ん
検
診
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
自
覚
症
状

の
な
い
早
期
の
う
ち
に
が
ん
を
発
見
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課

　

（
55
）
１
１
１
２

　

FAX
（
55
）
１
１
１
３

　
ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
を

対
象
に
、
９
月
よ
り
順
次
再
度
検
診

を
お
勧
め
す
る
電
話
を

が
ん
検
診
受
診
勧
奨
セ
ン
タ
ー

０
１
８
（
８
８
４
）
５
５
３
１

よ
り
差
し
上
げ
ま
す
。

平成25年度　子育て講座

ノーバディズ・パーフェクト

　日頃、色々なことを感じながら、毎日お子さんと向き合って

いることと思います。

　保健課では、子育て中のお母さんが、安心して育児ができる

よう支援する講座を開催します。

　この機会に参加して、日頃気になってる育児の心配事を解消

したり、自分に合った子育てを見つけてみませんか？

ノーバディズ・パーフェクトとは？
　カナダ生まれの子育て支援プログラムです。

　『完璧な親はいない』とのメッセージのもと、お母さん達同士が、

子育ての関心事や悩み事をおしゃべりします。その中で、自分に

合ったより良い子育ての方法や、子育て時期を楽しく過ごすヒン

トを見つけるプログラムです。 

 
●「あきた子育て情報　いっしょにねっと。」を検索すると、詳し

　い情報が出ています。

どんなことをするの？
● 1 回およそ 2 時間の話し合いを、週 1 回、連続して 7 回行います。

●託児があり、お母さんとお子さんは別のお部屋でゆっくり話し

　合いができます。

●毎回、お母さん達が子育てで関心のあることや悩み事をテーマ

　にして話し合ったり、テキストを使って学習します。

●毎回、ファシリテーターという進行役が居て、話し合いや交流

　のお手伝いをします。

昨年参加者の声（終了後アンケートから）

★子どもを託児してもらって、ゆっくり話せる時

　間が持てる素敵な会です。

★怒る前に考えることができるようになり、ほめ

　るバリエーションが増えた。

★自分では思いつかないいろんな意見を出しても

　らって良かった。

★話ができる人が増えてとてもうれしい。

★自分と同じような悩みを持つ人がわかって、前

　よりも楽に構えられた。

★第１回目は不安だったが、 いざ参加したら、楽し

　くて仕方なかった。   

子どものしつけっ

て、みんなどうし

ているの？

●対象／就学前のお子さんのいるお母さんで、全７回（なるべく）参加できる方 
●月日／ 9 月 17 日（火）・24 日（火）、10 月 1 日（火）・8 日（火） ・15 日（火）・
　22 日（火）・29 日（火）の計 7 回      
●時間／ 10：00 ～ 12：00
●場所／田沢湖健康増進センター（田沢湖病院隣接）   
●定員／ 12 人程度
●申込／ 8 月 19 日（月）～ 30 日（金）まで、電話で申込みください。（定員に
　なり次第、締め切らせていただきます）
●託児／必要な方は電話での申込みの際にお知らせください。
●講師／あきたトポスの会　ファシリテーター
●申込・問合せ／仙北市保健課　 55-1112　FAX 55-1113

Nobody’s Perfect

子どものイヤイヤ

期、どうすればい

いの？

広報せんぼく9 8Semboku  City  Public  Relations



第２９回  国民文化祭・あきた２０１４
仙北市主催事業紹介③

佐藤貞子～秋田おばこ物語～　
　～秋田は民謡の宝庫！　仙北が生んだお貞っこの生涯～

　明治 19 年、仙北郡神代村（現在の仙北市）に生まれ、県内祭事
の花形となり、昭和初期には全国を巡業し “ おばこ節 ” を広めた「佐
藤貞子」の一生を、秋田で生まれ育った俳優 浅利香津代の朗読と、
貞子晩年の弟子であり、貞子の踊りを継承している仙北市在住 高橋
キヌ指導の社中との協演により、大迫力で描きます。また仙北に生
まれ育った先駆者に学び、地元で民謡文化の継承に励んでいる方々
を通して、現代に唄い親しまれている民謡を紹介します。

【日時】　平成 26 年 10 月 25 日（土）
　　　　開演 13：30

【会場】　仙北市民会館
【問合せ】　第 29 回国民文化祭仙北市実行委員会　事務局

　　　　　（教育委員会国民文化祭推進室内） 43-3315

生涯学習サークル紹介
【問い合わせ先】

教育委員会生涯学習課　 43-3383
　広報せんぼく 6 月 16 日号掲載の仙北市生涯学習ガイドから
主に市内で活動するサークルを紹介します。
　参加してみたいなど、活動に興味がある方は生涯学習課にお
問い合わせください。

※開催日時が変更になる場合がありますので、初めて
　参加される方は事前にお問い合わせください。

■サークル名　太極拳かくのだて

■活動日時　　毎週火曜日　13：30 ～ 15：30
　　毎週水曜日　10：00 ～ 12：00

■活動場所　　角館武道館

「太極拳かくのだて」は発足してから今年で 6 年目
を迎え会員数約 50 人、30 代から 80 代と幅広い年
齢構成になっています。毎回、ゆっくりとそれぞれ
のペースで体を動かしながら気持ちよい汗を流して
います。
高齢化が言われている昨今、足腰が痛いといって
病院に行くと「加齢」で片付けられることもあり
ますが、私たちは「加齢になんかに負けてはいら
れないわ！」と「華麗」に体を動かしています。

7 月 3 日（水）に角館武道館でメンバーが恒例の新人歓迎・練習会を行
いました。これまでの練習の成果をおそろいの表演服を着て新入会員に
披露しました。

　
今
夏
の
高
校
野
球
秋
田
大
会

で
は
、「
北
日
本
の
脊
梁
の
」
で

始
ま
る
角
館
高
校
の
校
歌
を
５

度
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
湯
澤
淳
先
生
（
監
督
）、
野
球

部
の
皆
さ
ん
、
そ
の
御
父
兄
、
そ

し
て
ま
わ
り
で
支
え
て
こ
ら
れ
た

方
々
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
月
並
み
で
す
が
、

幾
度
も
感
動
さ
せ
て
頂
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

何
よ
り
も
私
が
感
動
し
た
の
は
、

決
勝
進
出
と
い
う
結
果
よ
り
も
、

野
球
の
強
豪
校
、
伝
統
校
と
対

峠
し
て
、
怯
ま
ず
、
臆
せ
ず
、
堂
々

と
渡
り
合
う
そ
の
姿
勢
に
対
し

て
で
す
。
無
欲
で
決
勝
戦
ま
で

駆
け
上
が
っ
た
26
年
前
は
例
外

と
し
て
、
角
館
高
校
野
球
部
は

戦
前
の
評
価
は
高
く
て
も
実
力

を
出
せ
ず
、
２
回
戦
や
３
回
戦

で
敗
退
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、

近
年
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
中
央
地
区
の
名
門
校

と
対
戦
し
た
時
が
顕
著
で
し
た
。

湯
澤
マ
ジ
ッ
ク
の
効
果
に
よ
り
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
苦
手
意
識
が

払
拭
さ
れ
た
た
め
で
し
ょ
う
か
。

一
転
し
て
今
年
は
、
秋
田
高
校
、

本
荘
高
校
、
明
桜
高
校
を
連
破

し
ま
し
た
。
し
か
も
秋
田
高
校

角
館
高
校
野
球
部
の
健
闘
に
触
れ
て

習
の
積
み
重
ね
だ
け
で
は
構
築

で
き
な
い
、
監
督
と
選
手
、
師

弟
の
し
っ
か
り
し
た
信
頼
関
係

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

　
決
勝
戦
の
翌
日
、
野
球
部
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
練
習
の
場
面

が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
見
て
い
て
思
わ

ず
涙
が
流
れ
ま
し
た
。
タ
ッ
チ

の
差
で
優
勝
に
手
が
届
か
な

か
っ
た
シ
ョ
ッ
ク
は
消
え
て
い

な
い
は
ず
な
の
に
、
落
胆
、
無

念
、
悔
恨
な
ど
と
は
無
縁
の
さ

わ
や
か
で
生
き
生
き
し
た
表
情

が
全
て
の
部
員
に
溢
れ
て
い
た

か
ら
で
す
。
過
去
を
引
き
ず
ら

ず
、
前
を
向
く
姿
勢
。
本
番
で

萎
縮
せ
ず
実
力
を
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
発
揮
で
き
た
理
由
、
即

ち
角
館
高
校
野
球
部
の
精
神
的

な
成
長
の
一
端
を
垣
間
見
た
思

い
が
し
ま
し
た
。
某
新
聞
の
コ

ラ
ム
の
一
部
を
拝
借
す
る
と
、

冒
頭
で
述
べ
た
角
館
高
校
の
校

歌
は
「
競
い
て
起
た
む
も
ろ
と

も
に
」
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い

ま
す
。
再
び
起
っ
て
悲
願
を
達

成
す
る
そ
の
日
は
す
ぐ
そ
こ
ま

で
来
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

角
館
高
校
卒
業
生
　
鈴
木 

一
正

戦
と
本
荘
高
校
戦
は
逆
転
勝
ち

で
し
た
。
過
去
に
逆
転
の
実
績

が
あ
ま
り
な
い
こ
と
を
考
え
る

と
驚
嘆
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、

毎
年
部
員
が
入
れ
替
わ
る
中
で
、

強
い
チ
ー
ム
を
作
る
の
は
大
変

な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

以
上
に
は
る
か
に
至
難
な
の
は
、

日
ご
ろ
の
鍛
錬
で
備
え
た
実
力

を
本
番
で
出
し
切
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
と

を
精
神
力
だ
と
、
ま
た
、
そ
の

精
神
力
は
不
断
の
猛
練
習
な
く

し
て
得
ら
れ
な
い
と
世
間
は
無

造
作
に
言
い
ま
す
が
、
果
た
し

て
そ
ん
な
に
単
純
に
言
い
切
れ

る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
相
馬
投
手
だ
け
で
な
く
、
打

撃
、
走
塁
、
守
備
の
技
術
、
ど

れ
を
と
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
あ
の
息
詰
ま
る

接
戦
と
な
っ
た
３
回
戦
、
準
々

決
勝
、
準
決
勝
を
制
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ピ
ン
チ
で
も
チ
ャ

ン
ス
で
も
泰
然
と
し
て
い
た
湯

澤
監
督
と
、
監
督
を
敬
愛
し
そ

の
采
配
に
応
え
る
選
手
達
。
今

回
の
躍
進
の
背
景
に
は
、
猛
練

10Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく11

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

まちづくり
日記

No.61

　

仙
北
市
観
光
大
使
要
綱
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
各
観
光
協
会
が
そ
れ
ぞ
れ
に
観
光

大
使
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
市
が
委
嘱
者
に
な
り
、
観
光
政
策
や
ま
ち
づ

く
り
へ
の
提
言
な
ど
も
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
要
綱
に
基
づ
き
、
先
日
は
株
式
会
社

バ
ス
ク
リ
ン
（
本
社
：
東
京
都
）
代
表
取
締
役

社
長
の
古
賀
和
則
氏
に
、
仙
北
市
初
の
観
光
大

使
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
バ
ス
ク
リ
ン
は
乳
頭

温
泉
郷
と
の
関
係
が
ホ
ッ
ト
で
、
平
成
12
年
か

ら
地
元
と
共
同
企
画
し
た
「
日
本
の
名
湯
シ

リ
ー
ズ
～
乳
頭
～
」
を
販
売
、
シ
リ
ー
ズ
中
で

人
気
ナ
ン
バ
ー
２
の
商
品
に
育
て
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
平
成
21
年
か
ら
同
温
泉
郷
の
７
温
泉

を
結
ぶ
「
湯
め
ぐ
り
号
」（
乗
合
バ
ス
）
の
運

行
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

観
光
振
興
は
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果

が
高
い
こ
と
か
ら
、
全
国
の
自
治
体
が
あ
の

手
こ
の
手
で
取
り
組
ん
で
い
る
現
状
で
す
。

観
光
大
使
の
委
嘱
も
そ
の
一
つ
で
、
よ
く
あ

る
ケ
ー
ス
は
著
名
な
地
元
出
身
者
へ
の
委
嘱

で
す
。
例
え
ば
福
山
雅
治
さ
ん
は
長
崎
市
ふ

る
さ
と
大
使
、
西
野
カ
ナ
さ
ん
は
三
重
県
観

光
大
使
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は

『　
で
も
、
一
番
の
観
光
大
使
は
…　
』

由
利
本
荘
市
の
加
藤
夏
希
さ
ん
が
有
名
で
す
。

そ
ん
な
方
々
と
比
べ
た
ら
、「
バ
ス
ク
リ
ン
の

古
賀
社
長
は
い
か
に
も
地
味
だ
な
あ
」
と
思
っ

た
方
が
多
い
か
も
…
。
確
か
に
古
賀
社
長
は

大
河
ド
ラ
マ
に
も
出
演
し
な
い
し
、
数
万
人

を
動
員
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
し
ま
せ
ん
。

テ
レ
ビ
へ
の
出
演
も
滅
多
に
な
い
と
思
い
ま

す
。
で
も
本
当
に
魅
力
的
な
方
で
す
。
バ
ス

ク
リ
ン
と
言
う
会
社
自
体
、
国
民
に
と
っ
て

は
馴
染
み
深
い
し
、
明
確
な
社
会
的
使
命
感

を
持
っ
て
、
商
品
の
開
発
・
販
売
を
行
っ
て

い
る
企
業
で
す
。

　

バ
ス
ク
リ
ン
の
社
是
は
「
健
康
は
進
化
す
る
」

で
す
。
仙
北
市
の
観
光
も
、「
訪
ね
て
く
れ
た

方
々
が
、
心
と
体
の
健
康
を
取
り
戻
せ
る
」
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
い
て
、
進
む
路
が
共
通
し

て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
理
由
か
ら
、
今
回
は
古
賀
社
長
に
観

光
大
使
を
委
嘱
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全

国
の
方
々
が
、
お
家
で
お
風
呂
に
入
る
と
き
、

仙
北
市
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
ぐ
ら
い
浸
透
し

た
ら
ス
ゴ
イ
で
す
。

　

で
も
、
実
は
一
番
の
観
光
大
使
は
仙
北
市
民

の
お
一
人
お
ひ
と
り
、
そ
し
て
お
盆
で
帰
省
し

た
皆
さ
ん
な
ん
で
す
け
ど
ね
。



角
館
保
育
園
で
ケ
ー
キ
作
り

「
十
五
日
会
」
図
書
カ
ー
ド
寄
贈

観
光
大
使
に
バ
ス
ク
リ
ン
古
賀
社
長

ダ
ム
を
通
じ
て
交
流

　

７
月
30
日
、
角
館
保
育

園
で
園
児
た
ち
が
果
物
を

飾
っ
た
ケ
ー
キ
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

こ
の
お
菓
子
作
り
体
験

会
は
、
角
館
菓
子
工
業
組

合
（
佐
々
木
正
昭
会
長
）

の
協
力
で
行
わ
れ
、
エ
プ

ロ
ン
姿
の

園
児
た
ち

は
説
明
を

受
け
る
と

早
速
、
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ

に
ク
リ
ー

ム
を
絞
り
バ
ナ
ナ
や
メ
ロ

ン
な
ど
を
飾
り
つ
け
、
か

わ
い
い
ケ
ー
キ
を
上
手
に

完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
ケ
ー
キ
は

口
い
っ
ぱ
い
に
ク
リ
ー
ム

を
付
け
な
が
ら
、
み
ん
な

で
試
食
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
仙
北
市
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と

十
五
日
会
（
平
岡
三
郎
会

長
）
か
ら
図
書
カ
ー
ド

（
２
万
５
千
円
分
）
が
田

沢
湖
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
寄
贈
さ
れ
た

多
く
の
本
に
、
今
年

も
絵
本
や
学
習
に
役

立
つ
本
な
ど
が
加
わ

り
、「
十
五
日
会
文

庫
」
は
さ
ら
に
楽
し

い
コ
ー
ナ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

　

８
月
２
日
、
乳
頭
温
泉
郷
鶴
の
湯
を
会
場

に
仙
北
市
で
は
初
と
な
る
観
光
大
使
の
任
命

　

10
月
か
ら
始
ま
る
秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
に
合
わ
せ
、

８
月
１
日
付
け
で
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
８
体
が
市

の
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
用
さ
れ
た
の
は
、
辰
子
姫
が
モ
デ
ル
の

「
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
」、
佐
竹
北
家
９
代
目
の
子

ど
も
た
ち
の
「
お
梅
ち
ゃ
ん
」
と
「
福
松
く

ん
」、
名
産
の
西
明
寺
栗
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「
パ
チ
ク
リ
く
ん
」、
田
沢
湖
高
原
温
泉
郷
の

妖
精
「
オ
モ
テ
ナ
シ
３
兄
弟
（
フ
カ
イ
ン

ダ
ー
・
イ
ヤ
ス
ン
ダ
ー
・
ヌ
ク
イ
ン
ダ
ー
）」、

秋
田
内
陸
線
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
な
い
り
っ
く

ん
」
で
所
属
は
観
光
課
で
す
。

　

８
体
は
Ｄ
Ｃ
へ
向
け
て
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど

が
主
な
仕
事
に
な
り
ま
す
。

　

７
月
25
日
、
ダ
ム
へ
の
理
解
と
森
林
や
水

な
ど
の
自
然
資
源
へ
の
認
識
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
、
玉
川
ダ
ム
交
流
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
に
は
、
水
源
地
で
あ

る
仙
北
市
の
小
学
校
７
校
の
ほ
か
、

受
益
地
の
大
仙
市
か
ら
花
館
小
学
校
、

秋
田
市
か
ら
土
崎
南
小
学
校
の
４
年

生
３
１
５
人
が
参
加
。
ダ
ム
の
堤
体

内
部
や
玉
川
発
電
所
な
ど
を
見
学
し

て
役
割
を
学
ん
だ
ほ
か
、
他
校
の
児

童
と
名
刺
交
換
し
な
が
ら
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

今
光
学
３
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝

　

平
成
25
年
度
第
８
回

仙
北
市
長
杯
争
奪
野
球

選
手
権
大
会
が
７
月
21

日
、
28
日
の
日
程
で
行

わ
れ
、
13
チ
ー
ム
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

優
勝　
　

今
光
学

準
優
勝　

角
館
消
防
署

最
優
秀
選
手
賞

　

相
澤 

裕
太
（
今
光
学
）

優
秀
選
手
賞　

　

種
倉 

重
吾（
角
館
消
防
署
）

敢
闘
賞　
　
　

　

藤
井 

大
志
（
今
光
学
）

図書カードを寄
贈した「十五日
会」の平岡会長

（写真左）と佐
藤康夫秋田銀行
田沢湖支店長

初代観光大使に任命された古賀社長

（
写
真
）
辞
令
が
交
付
さ
れ
た
（
前
列
左
か
ら
）
パ
チ

ク
リ
く
ん
、
福
松
く
ん
、
お
梅
ち
ゃ
ん
、
た
っ
こ
ち
ゃ

ん
。（
後
列
左
か
ら
）な
い
り
っ
く
ん
、ヌ
ク
イ
ン
ダ
ー
、

イ
ヤ
ス
ン
ダ
ー
、
フ
カ
イ
ン
ダ
ー

気温 8℃のダム堤
体内部を見学

ＯＢなど関係者がすばら
しい試合をした選手たち
をたたえました

SPORTS

NEWS

NEWS

NEWS NEWS

お菓子作り体験会

田沢湖図書館

仙北市観光大使任命式

玉川ダム交流会

8 月 2 日・仙北市

7 月 21 日・28 日

7 月 27 日

気
持
ち
は
秋
の
大
会
へ

　

第
95
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
記
念

秋
田
大
会
で
見
事
準
優
勝
を
お
さ
め
、
秋
田

県
の
球
史
に
残
る
試
合
を
し
た
角
館
高
等
学

校
野
球
部
を
た
た
え
る
会
が
７
月
27
日
、
グ

ラ
ン
デ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
同
校
同
窓
会
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
、
鰍
瀬

ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
野
球
部
親
の
会
の
共
催

で
２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

渋
谷
野
球
部
部
長
か
ら
試
合
経
過
報
告
の

後
、
湯
澤
監
督
、
清
水
キ
ャ
プ
テ
ン
の
あ
い

さ
つ
と
続
き
、
今
大
会
の
感
想
や
反
省
、
地

域
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
キ
ャ
プ
テ
ン
の
千
葉
天
馬
選
手

NEWS
角館高等学校野球部準優勝報告会

第 8 回仙北市長杯争奪野球選手権大会

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
観
光
大
使
に
任
命
さ
れ
た
の
は

株
式
会
社
バ
ス
ク
リ
ン
の
古
賀
和
則
社
長
。

乳
頭
温
泉
組
合
と
の
入
浴
剤
の
企
画
を
通
じ

て
交
流
を
重
ね
て
き
た
縁
を
機
に
、
今
年
４

月
、
門
脇
市
長
が
打
診
し
実
現
し
ま
し
た
。

式
で
は
門
脇
市
長
か
ら
観
光
大
使
任
命
証
と

名
刺
な
ど
が
手
渡
さ
れ
、
古
賀
社
長
は
「
第

１
号
の
観
光
大
使
と
し
て
し
っ
か
り
と
活
動

し
、
仙
北
市
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

7 月 30 日・角館地区

田沢湖地区

第 43 回たざわこ湖・龍神まつり

双
龍
の
演
舞
に
歓
声

　

７
月
27
日
、
田
沢
湖
畔
で
第
43
回
た
ざ
わ

こ
湖
・
龍
神
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
屋
台
村
や
出
店
が
並
び
、
た
ざ
わ

湖
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｋ
Ｏ
音
楽
祭
な
ど
が
行
わ
れ
、
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
夜
、
か
が
り
火

7 月 27 日・田沢湖地区EVENTEVENT

が
焚
か
れ
た
中
で
神
事
が
厳
か
に
行
わ
れ
た

後
、
い
よ
い
よ
双
龍
が
湖
畔
白
浜
で
演
舞
を

披
露
。
観
客
か
ら
歓
声
が
わ
き
起
こ
り
ま
し

た
。
演
舞
終
了
後
に
は
お
祭
り
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
、
花
火
が
次
々
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、

湖
を
彩
り
ま
し
た
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ
８
体
に
辞
令
交
付

仙北市新規採用職員8 月 1 日・仙北市

湖畔に舞う龍

7 月 25 日・田沢湖地区

クリームに果物、最後に
粉砂糖でどんどんおいし
そうに

（
２
年
）
か
ら
は
「
気
持
ち
は
す
で
に
秋
の
大

会
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

優勝した「今光学」チーム。決勝戦は「角館消防署」チームに 2
対 0 で勝利し、3 年ぶり 2 回目の優勝

仙北市のできごとをお届け

ちいきのわだい

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
届
け

ち
い
き
の

わ
だ
い
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【第２部】9 月 9 日（月）～ 25 日（水）

まで　●展示／大曲技術専門校

●場所／ものづくり展示ホール（秋

田県庁第 2 庁舎 1 階）　●時間／ 9：

00 ～ 17：00（休館日：土・日曜日、

祝日）　●問合せ／秋田県産業労働

部　産業政策課　企画班　 018-

860-2214

「
第
44
回
生
保
内
節
盆
踊
り
」
は

諸
事
情
に
よ
り
中
止
に
な
り
ま

し
た
。

●
問
合
せ
／

　

生
保
内
節
盆
踊
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
田
沢
湖
公
民
館
内
）
（
43
）
１
０
６
１

イベント

お
知
ら
せ

相
談
相
談

募
集

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

イ
ベ
ン
ト

　県内企業の優れた技術・工業製品

を紹介し、本県産業への理解を深め

てもらうため、また、将来を担う若

い世代への産業教育等に役立てるた

め、企画展を開催します。

【第 1 部】●日時／ 8 月 30 日（金）

まで　●展示企業／ ▼秋田県漆器工

業協同組合　 ▼有限会社冨岡商店　

▼株式会社藤木伝四郎商店　 ▼株式

会社大館工芸社　 ▼ Beech 株式会

社　 ▼有限会社ビュー　 ▼株式会社

ヴァルモード　 ▼一般社団法人角館

町観光協会　 ▼大森建設株式会社　

▼秋田木工株式会社　 ▼有限会社高

和製作所　 ▼手作り工房心細　 ▼株

式会社ほうこう　 ▼秋田八丈ことむ

工房　 ▼株式会社クリスタル技研　

▼木肌のぬくもり社

ものづくり展示ホール第１０回企画展

MADE　IN　AKITAの飛躍
２０１３秋田県農業試験場
参観デー

テーマ

　「みんなで育てよう
　　　秋田ブランド農作物」
●日時／ 8 月 30 日（金）～ 31 日

（土）9：00 ～ 15：00　●場所／

秋田県農業試験場（秋田市雄和相川

字源八沢 34-1）　●入場／無料　●

対象者／県民の皆様　●申込／不要

●内容／ ▼ 農業技術セミナー（8 月

30 日（金）10：00 ～ 11：00）　

▼ 特別企画「学校農業クラブ活動発

表会」（8 月 31 日（土）10：00 ～

12：00）　 ▼試験研究内容の紹介　

▼ 農業なんでも相談コーナー　 ▼ 各

協賛団体による農産物販売・展示　
▼ スイカの試食コーナー　●問合せ

／農業試験場　企画経営室　企画班

018-881-3312

　田沢湖駅は大正 12 年 8 月 31 日

に生保内線の終着駅として開業し、

今年で 90 周年を迎えます。「地域の

皆様」への感謝を込め記念イベント

を開催します。

●日時／ 8 月 31 日（土）　

9：30 ～ 16：00　●場所／田沢湖駅前広場

●実施内容／

①オープニングセレモニー　9：30 ～ 10：00

②Ｅ 6 系（スーパーこまち）車両見学会　10：00 ～ 12：00

　田沢湖駅 3 番線（９時から先着 400 名様に整理券を配布します）

③ステージイベント　10：00 ～ 16：00

　田沢幼稚園の遊戯披露、地元小中学生の楽器演奏、石神番楽、歌謡ショー

　等

④ミニＳＬの運行　10：00 ～ 14：00

⑤屋台村の開催　10：00 ～ 16：00

⑥抽選会の開催
●その他／懐かしの田沢湖駅の写真をお持ちでしたらご提供をお願いしま

す。　●問合せ／ JR 田沢湖駅　 43-1234

田沢湖駅開業９０周年記念イベント

癒しウォーク＆交流会２０１３

　NPO 法人癒しの渓流・里・まちネットでは、生保内川の自然にふれあ

いながら散策し、世代間交流を図ろうと「癒しウォーク＆交流会 2013」

を開催します。

　ウォーキングコースの途中にある生保内川砂防堰堤で、イワナのつか

み捕りを行うほか、バーベキューなど楽しい企画が盛りだくさんです。

暑い夏の 1 日を生保内川周辺で楽しみませんか。なお、雨天時は田沢湖

総合開発センターでイワナのつかみ捕りなど、楽しい事を準備していま

す。皆さんのご参加をお待ちしています。

●期日／ 8 月 31 日（土）　●集合・出発場所・時間／田沢湖総合開発セ

ンター　9：40 まで集合、10：00 出発　終了予定 14：00 頃　●参加

費／ 500 円（保険代・昼食代含む。当日いただきます）　●コース／田沢

湖総合開発センター　→　生保内川ウォーキングコース　→　砂防堰堤　

→　田沢湖総合開発センター　●問合せ／田口　 090-4049-9502

あきたエコマイスター県南協議会

自然観察・歴史散策

●日時／ 9 月 15 日（日）10：30

～ 15：00　●集合場所／抱き返り

渓谷入口 10：30　●内容／自然観

察会（抱き返り渓谷　午前）　歴史散

策（角館武家屋敷ほか　午後）　講

師：歴史案内人　●参加費／無料（小

雨決行、昼食は各自持参）　●申込締

切／ 9 月 10 日（火）　●申込・問合

せ／事務局　戸嶋　 080-4515-

9558

２０１３西木駅伝競走大会参加チーム募集

●日時／ 10 月 13 日（日）10：00 スタート

※小雨決行

●コース／国道 105 号（10 区間：紙風船館前～仙北

市役所西木庁舎駐車場まで）　 ▼全長 25km（区間距

離 1.8km ～ 3.9km）

●参加資格・参加範囲／

 【一般の部】
①仙北市内の地域運営体単位および職場等単位のチー

　ム編成であること。

②選手は、仙北市内に居住または勤務している者およ

　び出身者であること。

③集落単位（大字・小字単位）のチーム編成も認める。

　近隣集落の連合チーム、男女混合チーム可

④選手には、大学生・高校生・各種学校生等を起用し

　てもよい。

 【中学校男子・女子の部】
①仙北市内の同一校単位のチーム編成であること。

②参加チーム数は各部門同一校 2 チームまでとする。

③男女混合チームは、男子の部とみなす。

●チーム編成／監督 1 人・選手 10 人・補欠 5 人以内

※一般チームの監督は選手の兼務を認める。

●参加費／一般の部 5,000 円   中学生の部 2,000 円

※損害保険料含む

●申込締切／所定の申込み用紙（西木公民館に請求し

てください）に必要事項を記入し、参加費を添え、下

記へ９月 17 日（火）必着でお申し込みください。

●申込・問合せ／

〒 014-0515 西木町門屋字漆原 89-2

西木公民館　西木駅伝競走大会事務局

47-3100

開業当時の生保内駅
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セミナー・教室等

　仙北市の方で、転職や再就職を希望

している 60 歳未満の方々を対象に、

スキルアップセミナーを開催します。

　また、雇用保険受給者の方は、求職

活動の実績としてカウントできます

ので、ぜひご参加ください。

　なお、応募の状況により受付を早期

に締め切る場合がありますのでご了

承ください。

平成 25 年度
第 2 回　パソコンセミナー
●開催日／

① 9 月 25 日（水）／パソコン基礎（マ

　ウスおよび文字入力と保存、印刷等）

② 26 日（木）／ネット＆メール（ペー

　ジレイアウトの設定、文作成等）

③ 27 日（金）／Ｗｏｒｄ 2013 基

　礎Ａ

④ 10 月 1 日（火）Ｗｏｒｄ 2013

　基礎Ｂ

⑤ 10 月 2 日（水）Ｅｘｃｅｌ 2013

　基礎

※受講は 5 日間でワンセットになり

　ます。

●時間／ 9：00 ～ 12：00　●場所

／仙北市総合情報センター（角館）　

●募集期間／ 8 月 20 日（火）～ 9

月 18 日（水）　●募集人数／ 10 人

程度　●参加料／無料　

仙北市主催
スキルアップセミナー

募集

仙北市社会福祉協議会

介護支援専門員（正職員）
を募集します

●募集職種／介護支援専門員 1 人

●年齢／ 20 歳以上 50 歳までの方

●学歴／高校卒業以上　●試験方法

／作文、面接　●採用日／平成 25 年

10 月 1 日以降　●応募方法／ハロー

ワークに応募　●応募時必要書類／介

護支援専門員資格証、履歴書（どちら

も試験日に持参）　　●募集期間／ 8

月 20 日（火）　●試験日／ 8 月 23

日（金）　●問合せ／仙北市社会福祉

協議会　 52-1624

平成２５年度　
秋田県文化財専門職員の
採用試験を実施します

　埋蔵文化財の発掘・調査研究および

文化財の保存活用に関する業務に従事

する職員の採用試験を実施します。

　募集要項などのお問い合わせ・受験

申込書請求・受験申込書提出先は下記

までお願いします。

●問合せ／秋田県教育庁生涯学習課文

化財保護室　 018-860-5193

第１７回こども未来賞
エッセー大募集！

　子育てにまつわる様々なエピソード

をつづったエッセーを募集します。育

児で味わう感動や喜び、苦しさやそれ

を乗り越えたときの充実感、子どもと

の生活で感じたこと、育児を支えてく

れた人たちのことなどをあなたの言葉

でつづってください。

●募集期間／ 9 月 10 日（火）必着

●応募規定など、詳しくは下記へお問

い合わせください。　●問合せ／読売

新聞東京本社事業開発部「こども未来

賞」係　 03-5159-5886

http://info.yomiuri.co.jp/event/
contest/

お知らせ

８月３０日から「特別警報」
の発表を開始します

　気象庁はこれまで、大雨や津波、

高潮等により重大な災害の起こるお

それがあるときに、警報を発表して

警戒を呼びかけていました。より甚だ

しい大雨や大きな津波等が予想され、

重大な災害による危険性が高まって

いることをお知らせし、特別な警戒を

呼び掛けるために、新たに「特別警報」

を発表します。特別警報の対象とす

る現象は「東日本大震災」、我が国の

観測史上最高の潮位を記録した「伊

勢湾台風」の高潮等が該当します。

　特別警報が出た場合、お住まいの

地域は数十年に一度しかないような

非常に危険な状況にあります。屋外

の状況や、避難指示・勧告等に留意し、

ただちに命を守るための行動をとっ

てください。

　また、大雨等の被害を防ぐには、

時間を追って発表される注意報、警

報やその他の気象情報を活用して、

早め早めの行動をとることがあなた

や家族の命を守ります。

　特別警報の詳細は、気象庁ホーム

ページでご確認ください。

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/
know/tokubetsu-keiho/index.html
●問合せ／秋田地方気象台　 018-

864-3955

河川調査のお知らせとお
願い

　自衛隊では、災害などにより橋等

が通行不能等の事態に陥った際、迅

速に応急的な橋等を設置し、非常事

態に素早く対応するため、桧木内川

の形状の把握を目的とした、河川調

査を実施することになりました。

　調査の際はご迷惑をおかけします

が、主旨をご理解の上ご協力よろし

くお願いします。

●期間／ 8 月 26 日（月）～ 9 月 6

日（金）8：00 ～ 17：00　※土・

日曜日除く　●連絡先／陸上自衛隊

船岡駐屯地第 2 施設団本部付隊　

●担当者／大野哲哉・秋山英樹　

0224-55-2301（内線 233）

仙北市民浴場「東風の湯」
休館について

　9 月 2 日～ 11 日までの 10 日間、

脱衣室の床およびサウナ室の改修工

事のため仙北市民浴場東風の湯を休

館します。

　皆様には、ご迷惑をおかけします

がご理解ご協力をお願いします。

※工事の進捗状況によっては休館期

間が短縮される場合もあります。

●問合せ／ ▼ 指定管理者：アロマ田

沢湖　 43-2424　 ▼ 仙北市保健

課　 55-1112

田沢湖畔に面した会議室を利用してみませんか

　たざわこ清眺苑では仙北市内の地域振興や地域交流に関する会議やイ

ベント等に会議室を無料でお貸しします。

　詳細についてはお問い合わせください。

●問合せ／特別養護老人ホーム　たざわこ清眺苑　

　総務係　 43-9001

財務省東北財務局
講師を派遣します！

　東北財務局では、財政・経済・金融・

国有財産などのテーマで、地域グルー

プの勉強会や職場の研修会などに講

師を無料で派遣しています。

　最近、高齢者に対する振込詐欺等

の金融犯罪被害が多くなっているこ

とから、その注意を呼びかけるとと

もに、最近の話題として、消費税の

引き上げがなぜ必要なのかを、国の

財政の現状と課題から分かりやすく

ご説明したいと考えています。

　ぜひ、各種講座等での講演の機会

をいただきたいと思いますので、ご

検討をお願いします。

　講演料、交通費等の費用は一切不

要です。

【お話できるテーマの例】
◎金融犯罪被害にあわないために

◎国の財政の現状と今後のあり方

◎社会保障と税の一体改革について

◎県内の経済情勢など

●問合せ／財務省東北財務局　秋田財

務事務所　総務課　 018-862-

4191

平成 25 年度
観光＆マナーアップセミナー
●開催日／ 9 月 24 日（火）、25 日

（水）、27 日（金）／「角館の歴史」

と「笑顔と声の魅力アップ」、「面接対

策」について学びます。

●時間／ 9：30 ～ 11：30　●場所

／角館樺細工伝承館　●募集期間／ 8

月 20 日（火）～ 9 月 18 日（水）　

●募集人数／ 10 人程度　●参加料／

無料

●申込・問合せ／仙北市商工課　

43-3351
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新成人の皆さまおめでとうございます２０歳から国民年金
　日本に住む 20 歳から 60 歳未満のすべての人は国民年金に加入し、保険料を
納めることが義務付けられています。
　国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が一、病気やケガで障害が残っ
たときや、一家の働き手が亡くなったときなど、あなたやあなたの家族を守っ
てくれます。ただし、加入の届出や保険料の納め忘れがあると年金が受けられ
ないこともありますので、「あの時に…」と後悔する前に、国民年金の加入手続
きを行いましょう。
　加入の手続きは、市（区）役所または町村役場の国民年金担当係または年金
事務所へお尋ねください。（20 歳前に就職して厚生年金等に加入中の方は、加入
手続きは不要です）
　なお、学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方は、「学生納付特例」
や「若年者納付猶予」など保険料の支払いが猶予される制度がありますので、
国民年金の加入手続きと併せて申請してください。

被保険者の
種類

第 1 号被保険者 第 2 号被保険者 第 3 号被保険者

対象者
20 歳以上 60 歳未満の自営業
の方、農林漁業の方、学生
の方など

会社員、公務員など
（厚生年金保険や共済組合の

加入者で 65 歳未満の方）

第 2 号被保険者に扶養され
ている 20 歳以上 60 歳未満
の配偶者

保険料

国民年金保険料
【定額】15,040 円
（平成 25 年度）

被保険者本人が負担します。

厚生年金保険料率
16.766％

（平成 24 年 9 月現在）
労使折半で負担します。

被保険者本人は保険料負担
を要しません。
配偶者の加入している年金
制度の保険者が負担します。

老齢基礎年金
65 歳から生涯受けられます。

障害基礎年金
病気やケガで障害の状態に
なった方が受けられます。

遺族基礎年金
夫が亡くなったときに子のあ
る妻または子が受けられます。

国民年金の給付は、3種類の基礎年金があります

　公的年金制度では、すべての制度に共通して使用される基礎年金番号が用いられています。
　国民年金や厚生年金保険に加入すると基礎年金番号が記載された年金手帳が交付され、加
入記録や保険料の納付状況などがこの番号で管理されます。
　年金手帳は、年金に関する手続きの際に必要となりますので、大切に保管してください。

年金手帳は大切に保管しましょう



8/１６ 金 ●角館の灯籠流し（角館町桜並木駐車場 18：30 ～）　 7/16・P18

１７ 土
●第 18 回戸沢氏祭（桧木内川河川公園 13：30 ～）

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10：00 ～） 8/1・P13

１８ 日 ●飾山囃子実演（角館樺細工伝承館 10：00・11：00） 6/16・P22

１９ 月

●町内会等が管理する街灯の LED 化事業説明会（白岩集落センター 19：00 ～） P3

●ノルディックウォーキング（田沢湖スポーツセンター集合 9：30） 8/1・P22

●社会福祉協議会 心配ごと相談日（西木公民館 10：00 ～ 12：00） 8/1・P27

２０ 火
●町内会等が管理する街灯の LED 化事業説明会（中川集落センター 19：00 ～） P3

●若返り教室（角館交流センター 10：00 ～ 11：30）　 6/1・P12

２１ 水

●町内会等が管理する街灯の LED 化事業説明会（角館交流センター 19：00 ～） P3

●えくぼの会（角館交流センター 10：00 ～ 14：00） 8/1・P14

●社会福祉協議会 心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） 8/1・P27

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） 8/1・P27

●第 1 回パソコンセミナー（総合情報センター 9：00～12：00） 7/16・P17

●いきいき元気アップ教室（角館交流センター 10：00 ～ 11：30）　 7/1・P14

●中国水墨画講座（西木公民館・会議室 14：00 ～ 16：00）　 4/16・P16

２２ 木

●町内会等が管理する街灯の LED 化事業説明会（雲沢集落センター 19：00 ～） P3

●社会福祉協議会 心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～ 16：00） 8/1・P27

●社会福祉協議会 心配ごと専門員相談所（角館交流センター 10：00 ～ 14：00） 8/1・P27

●第 1 回パソコンセミナー（総合情報センター 9：00～12：00） 7/16・P17

２３ 金
●町内会等が管理する街灯の LED 化事業説明会（田沢交流センター 19：00 ～） P3

●第 1 回パソコンセミナー（総合情報センター 9：00～12：00） 7/16・P17

●笑いでいきがいづくり教室（健康管理センター 受付 9：30 ～ 9：50） 7/1・P14

２４ 土

２５ 日 ●飾山囃子実演（角館樺細工伝承館 10：00・11：00） 6/16・P22

２６ 月

●神代地区水道水源調査（田沢湖卒田字黒倉地区　9 月 2日まで） P2

●町内会等が管理する街灯の LED 化事業説明会（田沢湖総合開発センター 19：00 ～）

P3

●ふれあいサポーター（ゲートキーパー）養成講座（田沢湖健康増進センター 13：30 ～

15：00） 7/1・P15

２７ 火

●町内会等が管理する街灯の LED 化事業説明会（神代就業改善センター 19：00 ～）

P3

●みんな集まれ！水遊び広場（角館交流センター 10：00 ～ 14：00） 8/1・P22

●民謡伝承講座（田沢湖総合開発センター 19：00 ～ 20：30）　 4/16・P17

２８ 水

●町内会等が管理する街灯の LED 化事業説明会（紙風船館 19：00 ～） P3

●介護予防講演会（角館樺細工伝承館 13：00 ～ 15：30） P8

●こころの相談（角館交流センター 13：30 ～ 17：00） 8/1・P14

２９ 木
●町内会等が管理する街灯の LED 化事業説明会（桧木内地区公民館 19：00 ～） P3

●第 1 回パソコンセミナー（総合情報センター 9：00～12：00） 7/16・P17

３０ 金

●町内会等が管理する街灯の LED 化事業説明会（西木総合開発センター 19：00 ～）

P3

●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17：15 ～ 19：00） P4

●第 1 回パソコンセミナー（総合情報センター 9：00～12：00） 7/16・P17

３１ 土

●第 9 回「医療と健康を考える集い」（角館樺細工伝承館 14：00 ～ 15：30） P8

●田沢湖駅開業 90 周年記念イベント（田沢湖駅前広場 9：30 ～ 16：00） P15

●癒しウォーク＆交流会 2013（田沢湖総合開発センター 9：40 まで集合） P15

9/ １ 日
●神代地区長寿を祝う会（たざわこ芸術村温泉ゆぽぽ 11：00 ～） 8/1・P10

●飾山囃子実演（角館樺細工伝承館 10：00・11：00） 6/16・P22

２ 月

３ 火

●仙北市長選挙立候補予定者説明会（仙北市役所田沢湖庁舎 10：00 ～） P2

●仙北市議会議員補欠選挙立候補予定者説明会（仙北市役所田沢湖庁舎 14：00 ～） P2

●中川地区水道水源調査（角館町山谷川崎黒沢地区ほか　9 月30 日まで） P2

４ 水

●えがおサロン「語って、笑って、ホッと一息」（田沢湖健康増進センター 13：00 ～

16：00） 8/1・P14

●ゆうこ先生のニードルパンチ教室（田沢湖図書館） 6/1・P17
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市役所からのお知らせ

仙北市の放射性物質測定結果

保健・健康の掲示板

まちづくり日記／角館高校野球
部の健闘に触れて／第 29 回国民
文化祭あきた 2014　仙北市主催
事業紹介③／生涯学習サークル
紹介

ちいきのわだい
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8月7日、生保内のだしのこ園で園児
たちが元気にプール遊びをしました。


